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編集後記
　
　2020年は誰もが予想だにしなかった試練の 1年となった。年末になってもコロナ禍の
トンネルの出口が見えない。新しい授業様式が叫ばれ、対面授業ではマスクが必須となり、
教員も学生も互いの表情が見えなくなった。オンラインでは空気感が伝わらず、学生の反
応が直接感じられなくなった。本号の編集長をお引き受けする際には思いも寄らなかった
ことだが、偶然にも、まさに今までと異なる新たな「もうひとつの世界」を生きることを
強いられたのである。
　したがって、偶然頂戴した本号の特集テーマ「もうひとつの世界」は、結果的にはタイ
ムリーな特集テーマとなった。悪夢のようなコロナ禍を当初はいわば「もうひとつの世界」
と思っていた人も少なくなかったであろう。だが、小惑星探査機「はやぶさ 2」の快挙や
グレートコンジャンクションを知って銀河系へと思いを馳せたり、「くるみ割り人形」の
音楽でクララの夢の世界へ誘われたりする中、筆者は時空間を超えたまだ見ぬ世界へと想
像力がかきたてられ、思いを馳せ、厳しい現実から束の間解放される喜びを再認識する好
機を得たと感じている。だから今は、前を向いて現実を直視し、コロナ禍後の「もうひと
つの世界」を思い描く方向へと舵を切っていきたい。世界が「寛容」から遠ざかりつつあ
る今、この災禍は、我々自身の生き方を問うために下された試練のようにも思える。人と
人とが直接ふれあえなくなって再認識した人の温もりは、何物にも代えがたい希望の灯火
である。文学や音楽をはじめとする文化が創出し織りなす「もうひとつの世界」を研究対
象とするのみならず、さまざまな形で関わることを選んだ我々には、寛容の精神から生み
出される、体温の感じられることばや芸術で、想像力逞しく、新たな「もうひとつの世界」
を提示できるのではないだろうか。
　本号より書式の変更と全論文の査読制がスタートした。新様式でご寄稿を賜った執筆者
の皆様をはじめ、査読をご快諾くださった方々にはこの場を借りてあつくお礼申し上げた
い。また、拙き編集長をご教導くださった沼野恭子所長と幹事の皆様、そして献身的に編
集業務にあたってくれた若き研究者の方々にも衷心より感謝の辞を捧げたい。

（佐々木あや乃）
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